
1995年のデイトン合意で紛争が終結。ボ
シュニャク、クロアチア系住民が中心の
「ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦」とセルビ
ア系住民が中心の「スルプスカ共和国」
の二つの主体からなる単一国家となった

ボスニア・ヘルツェゴビナ

Bos
nia and Herzegovina

首都 ：サラエボ
通貨 ： 兌換マルク（KM）
人口 ：353.1万人（2013年国勢調査）

公用語 ：ボスニア語、セルビア語、
クロアチア語

2

2008年、ボスニア・ヘルツェゴビナにおいてIT教育分野のCCCの策定を担
当。その手腕を買われて2016年から「スポーツ教育を通じた信頼醸成プロ
ジェクト」に従事する。「私は日本人の『社会の一員として貢献する』という
姿勢が好きです。その考え方を自国に広められるのは素晴らしいことと感じて
います」。写真はモスタル市の名所、平和の懸け橋である「スタリ・モスト」。
紛争後に復興されユネスコ遺産に登録されている。

JICA コンサルタント
デヤン・バリッチさん（写真中央）

写真左はJICA専門家の
辻康子さん。保健体育の
CCC策定をサポートしつ
つ、密接な関係にある「モ
スタル市スポーツ協会の
能力強化支援」を担当

生徒が自ら考え
進んで参加する授業に
日本式の保健体育は遠く海を渡った
ボスニア・ヘルツェゴビナでも採用されている。
民族間の分け隔てなく、
みんなで学び、みんなで楽しむ―
学習指導要領の作成が進められている。
文⃝田中弾（編集部）

スポーツ教育を通じた信頼醸成プロジェクト

教
育
の
分
断
を
防
ぎ

民
族
を
つ
な
げ
た
い

　

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
バ
ル
カ
ン
半
島
に

位
置
す
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ

ナ
（
以
下
、
Ｂ
ｉ
Ｈ
）
は
、
東
西
の
文

化
が
融
合
し
た
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
、
ク
ロ
ア
チ
ア
系
、

セ
ル
ビ
ア
系
の
3
民
族
が
暮
ら
し
、
首

都
の
サ
ラ
エ
ボ
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
モ

ス
ク
を
は
じ
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
、

セ
ル
ビ
ア
正
教
会
の
教
会
が
建
ち
並
ん

で
い
る
。

　

2
0
1
8
年
2
月
、
同
国
で
保
健

体
育
の
共
通
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
以

下
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
が
採
択
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｃ

Ｃ
と
は
、
民
族
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た

教
育
課
程
を
統
合
し
、各
教
科
の
核（
コ

ア
）
と
な
る
要
素
を
端
的
に
ま
と
め
た

も
の
だ
。コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
デ
ヤ
ン
・

バ
リ
ッ
チ
（
以
下
、
バ
リ
ッ
チ
）
さ
ん

は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
策
定
の
背
景
を
次
の
よ
う
に

語
る
。

「
私
た
ち
の
国
で
は
中
央
政
府
に
教
育

省
が
な
く
、
管
轄
の
省
は
各
地
域
に
点

入
る
。
こ
れ
に
は
体
育
の
先
生
に
『
競

技
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
ア
ス
リ
ー
ト
を
育

て
る
』
と
い
う
強
い
意
識
が
あ
る
か
ら

だ
。

　

バ
リ
ッ
チ
さ
ん
に
よ
る
と
、
各
地
域

の
教
育
省
が
参
考
に
す
る
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
の
学
習
指
導
要
領
に
は
、
実
は

「
協
調
性
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
そ

う
だ
が
、
肝
心
の
そ
れ
を
育
て
る
方
法

の
解
説
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
つ

し
か
忘
れ
去
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測

す
る
。

「
体
育
の
先
生
に
は
『
こ
う
あ
る
べ
き
』

と
い
う
固
定
観
念
で
は
な
く
、『
子
ど

も
が
何
を
学
ぶ
か
』
と
い
う
教
え
方
が

必
要
で
す
。
先
生
た
ち
の
マ
イ
ン
ド
を

変
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
新
し
い
芽
も
出
始

め
て
い
る
。
小
学
校
の
体
育
教
師
を
務

め
る
イ
ヴ
ァ
ナ
・
ジ
デ
ィ
ッ
チ
さ
ん
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
日
本
研
修
に
参
加
し
て
考

え
方
が
変
わ
っ
た
。

「
授
業
は
児
童
全
員
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
一
体
感
が

生
ま
れ
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
帰
国
後
に

授
業
で
小
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
児
童
全

員
に
縄
跳
び
を
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
得
意
で
な
か
っ
た
子
も
グ
ル
ー
プ

の
一
員
で
あ
る
こ
と
が
心
地
よ
か
っ
た

ら
し
く
、
一
人
の
と
き
に
練
習
し
て
上

手
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
そ
の
楽
し
い

雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
多
く
の
子
が
縄
跳

び
に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。『
先
生
、

今
度
み
ん
な
の
学
年
を
集
め
て
縄
跳
び

大
会
や
ろ
う
よ
』
と
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
微
笑
む
。

　

ジ
デ
ィ
ッ
チ
さ
ん
の
よ
う
な
先
生
が

増
え
れ
ば
Ｂ
ｉ
Ｈ
の
体
育
教
育
は
き
っ

と
変
わ
る
は
ず
だ
。

「
今
年
の
9
月
か
ら
モ
ス
タ
ル
市
内
で

新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
試
験
的
に
実

践
し
ま
す
。
導
入
校
は
ク
ロ
ア
チ
ア
系

の
小
学
校
2
校
、
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
の
小

学
校
2
校
と
高
校
1
校
の
予
定
で
す
。

先
に
策
定
し
た
保
健
体
育
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
も

と
に
学
習
指
導
要
領
を
価
値
あ
る
も
の

に
仕
上
げ
ま
す
」

　

バ
リ
ッ
チ
さ
ん
は
決
意
と
と
も
に
、

日
本
式
の
体
育
教
育
が
モ
ス
タ
ル
か
ら

全
国
各
地
に
広
が
る
こ
と
を
夢
見
て
努

力
を
続
け
て
い
く
。

在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
13
に
上
り
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
学
習
指
導
要
領
を

使
っ
て
地
域
で
多
数
を
占
め
る
民
族
系

の
教
育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

こ
う
し
た
状
況
が
続
く
と
民
族
ど
う
し

が
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
統
一
し
よ
う
と
い
う
声
が

高
ま
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
Ｂ
ｉ
Ｈ
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
策
定
を

主
導
す
る
就
学
前
・
初
等
・
中
等
教
育

庁
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
）
を
立
ち
上
げ
、
各

教
科
の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
策
定
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
保
健
体
育
の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
だ
。

「
生
徒
が
体
育
の
授
業
を
通
じ
て
、
運

動
技
能
の
習
得
だ
け
で
は
な
く
、
社
会

性
や
自
発
性
、
寛
容
性
、
栄
養
・
衛
生

習
慣
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
の
責
任

者
の
マ
リ
ヤ
・
ナ
レ
テ
ィ
リ
ッ
チ
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
は
自
国
と
言
語
が
近
い
国
々

と
、
言
語
が
理
解
し
や
す
い
英
語
圏
の

国
々
の
学
習
指
導
要
領
を
参
考
に
し
て

き
た
が
、
保
健
体
育
で
は
言
葉
の
壁
を

越
え
て
日
本
に
見
習
い
た
い
こ
と
が
多

か
っ
た
と
い
う
。
対
象
を
幼
稚
園
児
か

ら
高
校
生
ま
で
と
一
貫
化
さ
せ
た
持
続

的
な
教
育
に
よ
る
能
力
開
花
に
も
期
待

を
寄
せ
る
。

保
健
体
育
で
大
切
な
の
は

子
ど
も
が
何
を
学
ぶ
か

　

現
在
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
保
健
体
育
の
Ｃ

Ｃ
Ｃ
を
も
と
に
、
よ
り
具
体
的
な
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
学
習
指
導
要
領
の
作
成

保健体育のCCC策定の有識者メンバーのひとり。「日本の研修で
は、子どもたちがグループになっておたがいの課題について教えあう
姿に驚きました。学ぶ側が主体となった一体感を感じる授業でした。
私は子どもたちが社会に出たあともつねに生き生きとしていてほしい
と願っています。それにはこうした体育教育が必要と学びました」

小学校体育教師
イヴァナ・ジディッチさん

「クロアチア系とボシュニャクが住む
二重行政下のモスタル市で、両民族
のスポーツ交流やスルプスカ共和国の
人たちとイベントを開催しています。ス
ポーツ協会の立場から見ると、保健体
育のCCCの運用には教育現場の理解
が欠かせません。指導の新しいアイデ
アやトレンドを紹介する教員研修を行っ
てサポートしていくつもりです」

モスタル市スポーツ協会
シニア スポーツ マネージャー
ジェナン・シュタさん

明
日
、縄
跳
び
す
る
？

楽
し
い
か
ら

や
り
た
い

ジディッチさんの教え子は翌日の開校記念日
を前にダンスを練習中。一緒に身体を動かし
て楽しみながら連帯感を体験していた

サラエボ

モスタル

スポーツと開発特集

を
進
め
て
い
る
。

　

Ｂ
ｉ
Ｈ
で
は
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
と
き
、
そ
れ
が
ど

ん
な
種
目
で
あ
り
、
ど
ん
な

動
き
を
す
れ
ば
効
率
的
な
の

か
と
い
う
こ
と
と
、
さ
ら
に

は
細
か
い
ル
ー
ル
ま
で
を
子

ど
も
に
覚
え
さ
せ
て
実
技
に

「保健体育のCCC策定では、草案をまとめる段階でモスタル市
を含む全国から体育関係者を招いてパネルディスカッションを行
いました。健康的な生き方を実現するには社会性や寛容性を身
につけることが大切――そんな方法論を新鮮に受け止めた人
は多かったようです。教育
現場が変わるよいきっか
けになると感じています」

APOSO プロジェクトマネージャー
マリヤ・ナレティリッチさん

腕に抱えているのが保
健体育のCCC。3民族3
言語分が作成された

子どもたちの
好きなスポーツは？

ハンドボール
バスケットボール
サッカー

サッカー
バスケットボール
ハンドボール

男子 女子

13  June 2018 12June 2018


